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一
部
不
透
明
で
あ
っ
た
こ
と
な

ど
、
い
く
つ
か
の
反
省
点
も
感
じ

て
い
ま
す
の
で
、
今
後
、
精
査
し

て
い
き
ま
す
。
ま
た
、
経
常
経
費

の
削
減
は
大
き
な
課
題
で
あ
り
、

職
員
の
意
識
を
高
め
つ
つ
、
創
意

工
夫
や
発
想
の
転
換
を
図
り
な
が

ら
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

協
働
の
ま
ち
づ
く
り
推
進

と
担
当
者
の
育
成
方
針
は

問
　
　

飯
沼
　

　
協
働
の
ま
ち
づ
く

り
の
推
進
に
ど
の
よ
う
な
検
討
が

さ
れ
て
い
る
か
、
ま
た
担
当
者
の

育
成
方
針
は
あ
る
か
。

答
　
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
を
推
進

す
る
た
め
の
明
確
な
セ
ク
シ
ョ
ン

の
設
置
に
向
け
て
、
組
織
の
一
部

改
編
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
担
当
す
る
職
員
に
つ
い
て
は
、

市
民
を
は
じ
め
、
さ
ま
ざ
ま
な
団

体
と
行
政
が
対
等
に
連
携
し
て
公

共
を
つ
く
っ
て
い
く
と
い
う
﹁
新

し
い
公
共
﹂
の
形
成
を
担
う
た
め

に
、
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
と
し
て

の
資
質
を
持
っ
た
職
員
の
育
成
が

必
要
と
考
え
て
い
ま
す
。

危
機
管
理
マ
ニ
奛
ア
ル
の

精
査
と
組
織
の
拡
充
を

問
　
　

飯
沼
　

　
危
機
管
理
マ
ニ
ュ

ア
ル
の
基
本
及
び
個
別
マ
ニ
ュ
ア

ル
の
精
査
は
さ
れ
る
の
か
。
ま
た
、

危
機
管
理
組
織
の
拡
充
が
必
要
で

は
な
い
か
。

答
　
危
機
管
理
マ
ニ
ュ
ア
ル
は
、

実
施
訓
練
の
結
果
を
踏
ま
え
て
見

直
し
を
し
て
い
き
ま
す
。

　
危
機
管
理
を
統
括
す
る
組
織
体

制
に
つ
い
て
は
、
検
討
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

公
共
施
設
適
正
配
置
計
画

は
市
民
生
活
優
先
で

問
　
　

足
立
　

　
合
併
に
よ
り
市
が

進
め
る
公
共
施
設
適
正
配
置
計
画

は
、
行
政
リ
ス
ト
ラ
で
な
く
、
住

民
生
活
の
利
便
性
な
ど
を
も
と
に

決
定
す
べ
き
で
は
。

答
　
計
画
は
、
既
存
施
設
だ
け
を

対
象
に
し
て
い
ま
す
。
将
来
に
向

け
た
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
考
え
、
市

民
の
意
見
を
反
映
し
て
い
き
ま
す
。

鶴
嵂
岡
分
館
跡
地
と
第
四

分
団
車
庫
棟
の
建
て
替
え

問
　
　

有
山
　

　
解
体
し
た
分
館
の

跡
地
利
用
は
。

答
　
財
政
状
況
は
大
変
厳
し
い
で

す
。
跡
地
に
は
第
四
分
団
の
車
庫

を
建
設
す
る
予
定
で
す
。
平
成
二

十
一
年
度
の
建
設
に
向
け
、
消
防

署
及
び
地
元
消
防
団
と
も
協
議

し
、
早
期
建
設
に
向
け
て
取
り
組

み
ま
す
。

問
　
分
館
の
跡
地
に
は
火
の
見
や

ぐ
ら
と
町
会
管
理
の
倉
庫
が
あ
る

が
、
そ
れ
ら
は
ど
う
す
る
の
か
。

答
　
火
の
見
や
ぐ
ら
は
撤
去
し
ま

す
。
倉
庫
に
つ
い
て
は
、
地
元
の

要
望
も
あ
り
、
消
防
活
動
に
支
障

の
な
い
位
置
に
選
定
す
る
方
向
で

検
討
し
ま
す
。

自
転
車
事
故
と
　
　
　
　

放
置
自
転
車
の
対
策
を

問
　
　

小
川
　

　
増
え
て
い
る
自
転

車
事
故
の
対
策
は
。
放
置
自
転
車

を
利
用
し
、
市
民
と
協
働
で
プ
ラ

ン
を
考
え
ら
れ
な
い
か
。

答
　
学
校
で
は
交
通
安
全
教
室

を
、
高
齢
者
に
は
高
齢
者
交
通
安

全
教
育
指
導
員
が
各
家
庭
を
訪
問

し
、
交
通
安
全
を
呼
び
か
け
て
い

ま
す
。
エ
コ
社
会
を
実
現
す
る
手

段
と
し
て
も
、
放
置
自
転
車
の
再

利
用
を
市
民
と
協
働
で
ア
イ
デ
ア

を
出
し
て
い
け
た
ら
と
思
い
ま

す
。

公
共
施
設
の
自
販
機
の
売

り
上
げ
に
応
じ
た
利
益
は

問
　
　

田
村
　

　
公
共
施
設
等
に
設

置
さ
れ
て
い
る
自
販
機
等
は
、
場

所
代
・
電
気
代
の
使
用
料
だ
け
で

な
く
、
売
り
上
げ
に
応
じ
た
利
益

を
得
れ
ば
、
市
に
と
っ
て
増
収
と

な
る
の
で
は
。

答
　
収
入
増
を
図
る
た
め
に
も
研

究
し
て
い
き
ま
す
。

定
額
給
付
金
の
内
容
と
　

効
果
は

問
　
　

　

　
物
価
高
や
収
入
減

少
で
苦
労
し
て
い
る
生
活
者
を
守

る
た
め
、
公
平
に
行
き
渡
ら
せ
る

定
額
給
付
金
を
政
府
与
党
は
打
ち

出
し
た
。
そ
の
内
容
と
市
の
見
解

は
。

答
　
住
民
の
公
平
性
や
窓
口
の
混

乱
及
び
事
務
負
担
増
大
な
ど
か
ら
、

所
得
制
限
を
設
け
ま
せ
ん
。
給
付

方
式
は
、
住
民
が
窓
口
に
足
を
運

ば
ず
に
済
む
口
座
振
替
を
考
え
て

い
ま
す
。

問
　
給
付
金
効
果
を
市
長
は
ど
う

見
る
か
。

答
　
市
民
が
所
得
制
限
な
し
で
、

十
数
億
円
も
の
給
付
金
を
市
内
で

消
費
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
、
効
果

は
あ
り
ま
す
。
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定
額
給
付
金
の
評
価
と
　

振
り
込
め
詐
欺
へ
の
対
応

問
　
　

堀
口
　

　
検
討
さ
れ
て
い
る

定
額
給
付
金
に
つ
い
て
の
評
価

と
、
振
り
込
め
詐
欺
に
対
す
る
市

の
対
応
は
。

福
　
祉
　
医
　
療

後
期
高
齢
者
へ
　
　
　
　

公
平
な
支
援
を

問
　
　

鈴
木
　

　
七
十
五
歳
以
上
の

健
康
診
査
と
、
人
間
ド
ッ
ク
へ
の

補
助
制
度
を
市
独
自
で
も
実
施
す

べ
き
で
は
。
ま
た
、
保
養
施
設
利

用
に
つ
い
て
も
公
平
に
補
助
す
べ

き
で
は
。

答
　
今
後
の
国
や
後
期
高
齢
者
広

域
医
療
連
合
の
動
向
を
見
て
、
対

応
し
て
い
き
ま
す
。

人
口
推
計
等
に
沿
ℕ
た
　

高
齢
者
福
祉
施
策
を

問
　
　

小
峰
　

　
高
齢
者
福
祉
施
策

に
つ
い
て
は
、
市
民
ア
ン
ケ
ー
ト

や
人
口
推
計
に
沿
っ
た
計
画
の
実

施
を
。

答
　
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
の
数
値
を

〇
人
に
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
、

現
在
、
保
険
料
率
の
設
定
を
検
討

中
で
す
。

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
へ

の
市
の
役
割
は

問
　
　

松
尾
　

　
新
型
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
へ
の
国
・
県
・
市
の
役
割
は
。

答
　
市
は
、
予
防
と
し
て
外
出
時

の
マ
ス
ク
着
用
、
咳
エ
チ
ケ
ッ
ト
、

帰
宅
後
の
う
が
い
、
手
洗
い
等
を

指
導
し
、
発
生
後
は
消
毒
作
業
を

す
る
こ
と
が
役
割
で
す
。

健
康
保
険
課
Ὶ
保
健
セ
ン

タ
ῴ
の
役
割
は

問
　
　

松
尾
　

　
健
康
な
体
づ
く
り

に
、
健
康
保
険
課
、
保
健
セ
ン
タ
ー

の
役
割
は
。

答
　
医
療
費
適
正
化
の
た
め
に
メ

タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
に
着

目
し
、
特
定
健
診
と
特
定
保
健
指

導
を
連
動
し
、
被
保
険
者
の
予
防

活
動
を
促
し
て
い
き
ま
す
。
保
健

セ
ン
タ
ー
は
、
疾
病
予
防
と
母
子

保
健
を
保
健
師
・
栄
養
士
・
助
産

師
で
行
な
い
ま
す
。

子
ど
も
の
無
保
険
解
消
を

問
　
　

新
井
　

　
国
保
加
入
者
で
保

険
証
を
持
っ
て
い
な
い
子
ど
も
の

実
態
は
。

答
　
短
期
保
険
証
は
六
四
四
世
帯

に
発
行
し
て
い
ま
す
。
乳
幼
児
が

一
〇
一
人
、
小
学
生
が
一
三
〇
人
、

中
学
生
が
六
十
二
人
の
合
計
で
二

九
三
人
で
す
。

問
　
保
険
証
の
な
い
世
帯
と
子
ど

も
は
い
る
の
か
。

答
　
滞
納
し
て
い
る
一
、
二
〇
〇

世
帯
の
保
険
証
は
、
四
月
か
ら
保

管
し
て
い
ま
す
。
中
学
生
以
下
が

八
十
九
世
帯
で
一
四
八
人
、
六
十

歳
か
ら
七
十
四
歳
ま
で
の
高
齢
者

は
一
一
五
世
帯
で
一
四
七
人
で
す
。

問
　
保
険
証
が
な
け
れ
ば
、
就
学

前
の
医
療
費
補
助
制
度
も
利
用
で

新型インフルエンザの予防にマスク着用を

答
　
給
付
金
が
市
内
で
消
費
さ
れ

る
こ
と
を
前
提
と
す
る
と
、
十
数

億
円
が
市
内
経
済
に
プ
ラ
ス
と
な

り
ま
す
。
効
果
的
に
使
わ
れ
る
こ

と
を
期
待
し
ま
す
。
振
り
込
め
詐

欺
対
策
は
、
防
止
策
の
広
報
に
努

め
、
万
全
を
尽
く
し
て
い
き
ま
す
。

も
と
に
、
目
標
の
設
定
を
行
な
い

ま
す
。
高
齢
化
率
の
人
口
推
計
を

使
用
し
、
本
計
画
の
策
定
を
考
え

て
い
き
ま
す
。

介
護
保
険
料
は
多
段
階
の

応
能
負
担
で

問
　
　

岩
崎
　

　
第
四
期
介
護
保
険

事
業
に
向
け
、
保
険
料
案
が
示
さ

れ
て
い
る
。
案
に
は
、
所
得
区
分

は
十
段
階
に
、
高
位
の
所
得
金
額

は
一
、
〇
〇
〇
万
円
以
上
に
、
低

所
得
に
は
保
険
料
が
減
額
に
な
る

な
ど
、
市
民
要
望
が
反
映
さ
れ
て

い
る
。
し
か
し
、
社
会
保
障
制
度

の
点
か
ら
、
さ
ら
に
低
所
得
者
に

対
し
減
免
し
、
多
段
階
に
し
て
は

ど
う
か
。

答
　
審
議
会
で
は
、
第
四
期
事
業

を
検
討
す
る
た
め
に
、
五
、
〇
〇

き
な
い
。
市
長
の
判
断
で
保
険
の

な
い
子
ど
も
を
な
く
す
べ
き
で
は
。

答
　
原
則
は
全
員
に
保
険
証
を
交

付
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
が
、

滞
納
を
重
ね
て
い
る
人
や
、
関
心

の
な
い
人
も
い
ま
す
。
し
か
し
、

一
、
二
〇
〇
世
帯
は
多
い
と
思
い

ま
す
。

問
　
一
年
間
を
通
し
て
保
険
証
が

な
く
、
子
ど
も
の
命
が
脅
か
さ
れ

て
い
る
。
市
長
の
責
任
で
無
条
件

に
交
付
す
べ
き
で
は
。

答
　
来
年
度
︵
四
月
︶
か
ら
制
度
が

変
わ
る
と
い
う
情
報
も
あ
る
の
で
、

対
応
を
少
し
変
え
て
い
き
た
い
。


